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 健常被験者 11 名（男性９名、女性２名）を用いた。MEG 計測下にて、検者が単語ひとつを口頭にて提示し、被験
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者はそれに続けて、開眼状態で発声せずに、一人でしりとりを 20 秒間行った。１トライアルを 40 秒間（しりとり
20 秒、安静開眼 20 秒）とし、被験者一人あたり８トライアル施行した。MEG の空間フィルタ法の一つである SAM
（Synthetic Aperture Magnetometry）法を用いて、しりとり、安静時の電流源密度分布を 4-8、8-25、25-60 Hz の
各周波数帯域で求め、そのイメージを各被験者の MRI に重ねて表示した。 
結果 
 有意な ERD が 8-25 Hz 帯域で背外側前頭前皮質、下前頭回後部、第一次運動皮質、上側頭回後部、視覚野、下頭
頂葉の６領域（両側で計 12 領域）にみられた。11 名中８名で左上側頭回後部（感覚言語野）の ERD を捉えること
ができた。また 8-25 Hz 帯域で左半球優位の ERD がみられた（左半球：右半球＝36：16）。個人でも左右同比率で
あった一被検者を除き、すべて左半球優位であった。その他の帯域（4-8 Hz、25-60 Hz）においても 8-25 Hz と同じ
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 今回の研究は、しりとりを言語課題に、計測には神経細胞の興奮で生じる磁場を直接捉える事ができる脳磁図を用
い、健常被験者 11 名（男性９名、女性２名）に対して測定を行った。結果、過去に語彙想起課題を用いた方法で報
告されてきた言語関連皮質と同じ部位の活動を捉えることができ、また左大脳半球優位の結果も得られた。また感覚
言語野である左上側頭回後部の賦活が最も多くみられた。大脳における広範なニューラルネットワークの活動を捉え
ることができるという結果は、従来の語彙想起課題に比し、しりとり課題の優位性を示したものと考えられる。この
課題の応用として側頭葉や前頭葉の機能異常と考えられている統合失調症に用いることで、病態生理の解明にも有用
である可能性が示唆された。精神疾患の大脳機能の解明のために有用な新しいしりとりの言語課題には今後の臨床応
用への可能性が考えられ、学位に値すると判断する。 
